
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



２ 本単元に関連する教科等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

【知識・技能】 

○読書が，自分の考えを広げることに気付くことができる。［（３）オ］ 

【思考力・判断力・表現力等】 

 ○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げることができる。［Ｃ読むこと カ］ 

○人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすることができる。 

［Ｃ読むこと エ］ 

【学びに向かう力・人間性等】 

  ○物語に対する思いや考えを伝え合おうとする。 

 

 

４ 単元の評価規準 

 

 

５ 単元の学習計画と評価計画（全６時間） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

読書が，自分の考えを広 

げることに役立つことに

気付いている。［（３）オ］ 

 

 

 

 

 

①考えたことを伝え合い，互いの考え

の違いやよさに気付き，自分の考え

を広げることができる。［Ｃ カ］ 

②心情を表す言葉に着目して，人物像

や心情の変化を想像したり，人物同

士の関 係や出来事との関係など，

物語の全体像を捉えたりしている。

［Ｃ エ］ 

 主人公に共感しながら物語

を読んだり，物語に対する思

いや考えを伝え合おうとした

りしている。 

 

 

 

 

次 時 学習内容 指導上の留意点 
評価規準【観点】 
（評価方法） 

一 １ ○扉のページを読み，題名やリー

ド文からどんな物語かを想像す

る。 

○主人公に共感しながら物語を読

み，考えを伝え合うという学習

課題を確認する。 

○学習の見通しをもたせ

るために，教師が本単元

で行う言語活動のモデ

ルを示す。 

○第三次で扱う物語を紹

介する。 

 

共感しながら物語を読み，考えを伝え合おう 
～ たずねびと ～ 

 

[国語：なまえつけてよ] 

登場人物の相互関係

や心情などについて，

描写をもとに捉えるこ

とができる。 

[国語：どちらを選びま

すか] 

 互いの考えの違いが明

確になるように，質疑応

答をすることができる。 

[国語：作家で広げるわたしたち

の読書] 

 作家を決めて読書をし，その

作家や作品の魅力をまとめる

ことができる。 

[社会：これからの食料生産とわたしたち] [道徳：同じ空の下で] 



 

 

６ 本時の展開 

（１）本時の目標 

○考えたことを伝え合い，互いの考えの違いやよさに気付き，自分の考えを広げることができ

る。【思・判・表①】 

 

 

二 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

○「たずねびと」の全文を読み，物

語の大体をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

○主人公「綾」に共感できる場面

を見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○物語の全体像について

共通理解を図るために，

ワークシートを活用し

て登場人物の言動や場

面設定に着目させる。 

 

 

 

○全体で一場面の「綾」の

心情について話し合い，

個人の学習の手がかり

とさせる。 

○「綾」に最も共感できる

場面を選び，全文シート

（掲示用）に名前を記入

しておくことで，次時の

対話相手を決める手が

かりとさせる。 

 

○主体的な対話となるよ

うに，２回目以降は自由

に相手を選んで対話さ

せる。 

○登場人物の言動や場面

設定などに着目して

「たずねびと」を読み，

物語の全体像を捉えて

いる。【思・判・表②】

（行動観察・ワークシ

ート） 

 

○心情を表す言葉に着目

して読んだり，人物同

士の関係や出来事との

関係などを捉えたりし

て，「綾」に共感できる

場面を見つけている。

【思・判・表②】（行動

観察・全文シート・付

箋） 

 

 

○考えたことを伝え合

い，互いの考えの違い

やよさに気付き，自分

の考えを広げることが

できる。【思・判・表①】

（発言・ワークシート） 

三 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○自分が選んだ物語についての考

えを伝え合う準備をする。 

 

 

 

 

 

 

○自分が選んだ物語についての考

えを伝え合う。 

○単元の学習をふり返る。 

○第二次と同じ学習過程

で，物語の全体像を捉

え，主人公に共感できる

場面を選び，付箋でその

理由を貼らせておく。 

 

 

 

○同じ物語を選んだ相手

と対話を行わせ，様々な

考え方やそのよさに気

付けるようにする。 

○学級全体で単元の学習

をふり返り，今後の読書

活動に生かせるように

する。 

○自分が選んだ物語につ

いて，共感できる場面

を見つけたり，物語に

対する考えを書いたり

している。【思・判・表

②】（付箋・ワークシー

ト） 

 

○主人公に共感しながら

物語を読んだり，物語

に対する思いや考えを

伝え合おうとしたりし

ている。【主体的】（発

言・行動観察） 

○読書が，自分の考えを

広げることに役立つこ

とに気付いている。【知

識・技能】（ふり返りカ

ード） 

○最も主人公に共感できる場

面とその理由を伝え合う。 



（２）本時の学習展開 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動と主な発問（○） 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 主人公に最も共感できる場面と

その理由を伝え合う。 

 ○「綾」に最も共感できる場面はど

こですか。それはなぜですか。ま 

ず，各グループで伝え合いましょ 

う。 

 

 

３ 主人公に最も共感できた場面と

その理由を書く。 

 ○友達と対話をした結果,最終的

に，あなたが「綾」に共感できる

場面はどこですか。理由も書きま

しょう。 

 

 

４ 選んだ場面とその理由を交流す

る。 

 

 

 

 

５ 本時のふり返りをする。 

○前時に選んだ場面を全文シート（掲示 

用）で確認する。 

 

 

 

 

○主体的な対話となるように，２回目以

降は自由に相手を選んで対話させる。 

○自分の考えをまとめるために,友達と

の対話を通して感じたことや考えたこ

とを,全文シートに書き込んだり付箋

に書いて貼ったりさせる。 

 

 

○前回選んだ場面・理由と比較できるよ

うにワークシートを工夫し，考えの深

まりが分かるようにする。 

 

 

 

 

 

○誰とどのような対話をしたことで,自

分の考えが広がったのかを発表させ

る。 

 

 

 

○次時は,自分の選んだ物語で主人公に

共感できる場面を見つけることを伝

え,見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「綾」に最も共感

できる場面とそ

の理由を伝え合

い，互いの考えの

違いやよさに気

付き，自分の考え

を広げることが

できる。【思・判・

表①】（発言・ワ

ークシート） 

「綾」に最も共感できる場面とその理由を伝え合うことができる。 

共
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